
  

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：松本市鎌田地区公民館 
住所：松本市両島5-50 
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kamada-k@city.matsumoto.lg.jp 
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１１月２５日（水）午前１０時から 

 

Ｒ８－１ 

裏面もご覧ください １ 

◆ 内   容 ： 令和９年の干支＜未ひつじ＞の壁飾りを作成します 

        (見本については公民館へお問い合わせください) 

◆ 講   師 ： ベラミ人形店 三村 隆彦さん 

◆ 会  場 ： 鎌田地区公民館 創作室 

◆ 定   員 ： １６人（先着順） 

◆ 参 加 費 ： １，８００円（材料費） 

◆ 持 ち 物 ： 筆記用具ほか（申込時にご案内します） 

◆ 申   込 ： １１月１６日（月）午前９時から 

         鎌田地区公民館窓口へ参加費を添えてお申し込みください 

１２月７日（月）午後１時から４時３０分予定 

昨年９月、長野県の伝統的工芸品に指定された松本押絵雛。松本押絵雛をあつかう唯

一の店舗であるベラミ人形店の三村さんから干支押絵づくりを教えていただく講座で

す。初めての方も大歓迎です。手作りの壁掛けで華やかな新年を迎えましょう。 

東アジア文化都市２０２６松本の開催にあわせ、鎌田地区でも関連する講座を開催してきました。 

１回目の韓国料理、２回目の松本の郷土食づくりに続き、最終回は中国料理に挑戦します！ 

◆ 講 師 ： 石坂 清子先生（松本市多文化共生キーパーソン） 

◆ 会 場 ： 鎌田地区公民館 料理実習室 

◆ 定 員 ： １６名（先着順） 

◆ 参加費 ： ４００円（材料費） 

◆ 持ち物 ： エプロン、三角巾、マスク 

◆ 申  込 ： １１月１０日（火）午前９時から鎌田地区公民館へ参加費を添えてお申し込みください 

 

 

＜東アジア文化都市２０２６松本関連事業＞ １２／１３、いよいよフィナーレ！ 

これからの季節に 

ピッタリ！ 

「吉祥 三陽開泰」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表面もご覧ください ２ 

行程（予定） 

  ８時３０分 鎌田地区公民館 発 

  ９時    貞享義民記念館(説明付) 

 １１時    井口喜源治記念館(説明付) 

 １２時４０分 昼食（大王わさび農場） 

 １４時１０分 田淵行男記念館 

        ◆丸山隆さん（南原町会）の 

         写真展も開催中です！ 

 １５時３０分 鎌田地区公民館 着 

安曇野に生きた先人たちの足跡や想いに触れながら、「人間の尊厳」について学びましょう。 

１２月１日（火）午前８時３０分出発（集合：午前７時５０分） 

◆ 定  員 ： ２０名（先着順） 

◆ 参 加 費 ： ２，０００円（昼食代） 

◆ 申込条件 ： 鎌田地区在住の方 

◆ 持 ち 物 ： 歩きやすい靴、飲み物、傘など 

◆ 申込方法 ： １１月１２日（木）午前９時から 

        鎌田地区公民館へ参加費を 

添えてお申し込みください。 

◆貞享義民記念館 

 不当な重税に立ち向かった貞享騒

動の義民らの業績から、「生きる

権利の主張」を考えます。 

◆井口喜源治記念館 

 私塾「研成義塾」を設立した井口

喜源治の「自由と独立」を基にし

た教育への想いに触れます。 

◆田淵行男記念館 

 安曇野の自然を愛し、深く寄り添

った写真家の足跡から、生命への

愛着と共生を体感します。 

◆ 日 時 ： １１月２５日（水） 

午後２時４０分～３時５０分 

◆ 場 所 ： 高宮公民館 講堂 

◆ 内 容 ： 高宮児童センターの児童と地域の 

みなさんでモルックを楽しみます 

◆ 持ち物 ： 上はき、タオル、のみもの 

◆ 申 込 ： 不要 

 共催：鎌田地区まちづくり協議会福祉部会／ 

高宮児童センター 

◆ 日 時 ： １１月１９日（木）  
午前９時集合（雨天中止） 

◆ 集 合 ： 鎌田地区福祉ひろば 

◆ 内 容 ： 鎌田小学校５年４組の児童と 

公園のごみ拾いをします。 

またモルックなどのレクリ 

エーションも楽しみます。 

◆ 持ち物 ： はきなれた靴、水分、 

       必要に応じて軍手など 

 

小学生と 
コラボ!? 

展示やステージ発表に参加された方、スタッフとしてご協力いただいた地域のみなさん、そして 

見学に来てくださったみなさんに感謝いたします。また、今回の反省点は来年につなげていきます。 

 


